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      「希望」～読書旬間に寄せて～ 

校長  柴 澤 明 子 

 

学校の図書館で「中村哲物語」（松島恵利子著 汐文社）を借りました。１１月の全校朝

会で、この本の話をしました。 

日本で医者をしていた中村哲（てつ）さんは、蝶を探すために訪れた国アフガニスタンに、医者が

いない村がたくさんあることを知り、診療所を開きます。 

ところが、このアフガニスタンで大地が砂漠のようになり、大切な小麦がとれなくなってしまった

のです。水がなくなり、子どもたちは地面の泥水を飲んでいました。多くの人が病気になり亡くなっ

ていく…。中村さんは考えます。 

「病気を治す前に、まず、水が必要だ。」 

中村さんは高校生の娘さんから教科書を借りて、苦手な数学を一生懸命勉強

し直し、用水路づくりに取り掛かったのです。…中村さんが作った用水路は、乾

いた土地に水を届け、もともと砂漠だった場所は、緑豊かな土地に生まれ変わりました。 

中村さんの偉業を子どもたちに伝えようと思っていたのですが、本の表紙の中村さんの顔

を見て、ふと感じたことも子どもたちに話しました。それは、アフガニスタンの人々のため

に尽くした中村さんでしたが、緑になったアフガニスタンやアフガニスタンの人々の喜ぶ顔

を見て、中村さん自身もとても幸せだったのではないか。中村さんの穏やかな顔を見て、人

の幸せを望む人は、その人も幸せになるのではないかと話しました。 

中村さんは「自分が今いる場所で、自分にできることを一生懸命やること」が大切だと考

えていました。それがやがて、社会を明るく照らすことになるのだと、中村さんは常に「希

望」をもって活動に取り組んでいたのです。 

 

さて、４年生の国語の教科書に載っている「世界一美しいぼくの村」「世界一美しい村へ

帰る」（小林豊 作）という物語は、中村さんが訪れたアフガニスタンのお話です。 

花々が咲き乱れ、おいしい果物が実るパグマンの村。少年ヤモは自分が住むこの村を、

「世界一美しいぼくの村」と言います。ところが、戦争でこの村は破壊され、全てが焼け

焦げ、なくなってしまいます。 

…季節は巡ります。春になり、焼け焦げた木は芽吹き、人々は未来を

信じて種をまくのです。 

物語の最後は次の言葉で終わります。 

「世界一美しい村は、今も、みんなの帰りを待っています。」 

 

図書館に一歩足を踏み入れ、何気なく手に取った本。その本が私たちを「冒険」に連れ

出し、「魔法使い」や「探偵」にしてくれる…時には、大きな「希望」を私たちに与えてく

れるのです。大切な一冊と巡り合える読書旬間であることを願っています。 



◇力作ぞろい 文化祭！   

 文化祭当日は、秋晴れのなか、多数の保護者・地域の

皆様からご観覧いただき、誠にありがとうございまし

た。子どもたち一人一人が、心を込めて作り上げた作品

の数々はいかがだったでしょうか。また、ボランティア

室では地域の方による作品も展示していただきました。

お子さんとおうちの方々が作品を見ながら語り合って

いる姿が随所で見られ、秋の文化祭は、有意義な時間と

なりました。  

 

■１２月５日（金）は「大鷲っ子まつり」！   

   －保護者の方のご来場をお待ちしています－  

 12 月５日（金）２・３限に児童会主催の「大鷲っ子まつり」が行われます。今年度も

保護者の皆様の参観・参加できます（のちほど、児童会より案内が配付されます）。子

どもたちの創意に満ちた楽しい遊びブースで、それぞれの子どもたちが役割を果たし

ながら、楽しく交友を深める行事です。普段の学習参観では、なかなか見られないお子

さんの表情が見られるはずです。ぜひ、来校して、子どもたちが考えたゲームに参加し

てみてはいかがでしょう。  

 

 

 

 

 

 

※写真は昨年度のものです  

 

■ 1 年生と年長さん、手をつないで仲良しタイム～幼保こ小連携～  

大鷲保育園の年長組の皆さんが 1 年生の授業を見学に来てくれました。 1 年生は園

児一人ひとりの名前を黒板に書き、園児たちはそれを見ながら自分の名前を真剣に書

きました。その後、名前を呼ばれたら元気に返事をする練習を行いました。 1 年生の

お手本を見た後、園児たちも「はい！」と元気よく返事をし、交流が深まりました。    

休み時間には、 1 年生と園児たちが手をつないで

体育館へ向かい楽しい時間を過ごしました。お互い

に学び合い、笑顔あふれるひとときとなりました。    

今後も、このような交流をさらに広げ保育園と小

学校の絆を深めていきたいと考えています。大鷲っ

子まつりにも参加してもらう予定です。子どもたち

が共に成長していく姿を楽しみにしています。  


